
 

 令和５年度 学校評価報告書 (目標設定) 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 
学習指導 

・複眼的多面的な
ものの見方、論
理的対話的で深
い学びを実践す
るためのカリキ
ュラム・マネジ
メント構築。 

・揺るぎない基礎
学 力 の 上 に 立
つ、高度で知的
好奇心を刺激す
る授業づくり。 

・総合的な探究の
時間を中心に、
根拠に基づく科
学的思考力、課
題解決力と表現
力を養う。 

1.生徒の探究的な学
びにつながる授業
づくり、及び生徒
の学力向上を図る
ために組織的な授
業改善を実施す
る。 

2.総合的な探究の時
間を中心に、生徒
の論理性、科学的
リテラシーを伸長
させる指導法を組
織的に探究する。 

1.研究授業や研修会等を計
画的に実施し、教員の指
導力の向上を図り、その
成果を職員全体で共有
し、議論する取組を行
う。 

2.生徒に育ませたい力を全
職員で共有し、科学的思
考力、課題解決力、表現
力等を養う探究活動の取
組を組織的に行う。 

1.授業評価アンケートに
おいて、根拠をもとに
考えをまとめる力に関
する項目６について、
評価４「かなり当ては
まる」が50％以上であ
ったか。 

・公開授業及び研究協議
等の授業改善の取組を
年間２回以上実施でき
たか。 

・一人１台のタブレット
端末を利活用した授業
実践に向けた研究会を
年間１回以上実施でき
たか。 

2.課題研究に係る教員研
修会を年間１回以上実
施できたか。 

・生徒による課題研究発
表会を実施できたか。 

 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・社会性、協調
性、体力、自己
管理能力、人権
意識を養うため
の環境整備。 

・部活動の活性
化。 

・一人ひとりの個
に応じた支援を
充実させる。 

1.生徒が主体的に学
校行事を立案・実
施・検証して、実
践性・自主性・協
調性を養い自己肯
定感を高められる
場面を創出する工
夫をする。 

2.教育相談体制を充
実させるととも
に、生徒の社会性
と協調性を高める
指導を推進する。 

1.生徒会執行部の活動、学
校行事の運営、部活動等
において、生徒が自己の
役割を認識し、創造性を
伸ばす取組ができるよう
継続的な支援を行う。 

2.生徒の情報を職員全体で
共有し、迅速で適切な指
導・支援を実践する。 

・ＳＮＳ関連等のトラブ
ル、登下校のマナー違反
に対して適切に対応す
る。 

1.学校行事の計画・実
施・振り返りを通し
て、計画的かつ継続的
な支援をすることがで
きたか。 

・行事の事後アンケート
において、生徒の主体
性と自己肯定感に係る
数値が高いか。 

2.ＳＣ・ＳＳＷと連携し
て会議(学年・コア・
ケースなど)で具体的
な支援策を立てて、実
践することができた
か。 

・トラブルや苦情に対
し、再発防止に向けて
行動できたか。 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひとり
のキャリア形成
に則した支援体
制の整備。 

・難関国公私立大
学への合格者数
を増加させる。 

 
 

1.一般選抜で大学進
学をする者が果敢
に挑戦出来るよ
う、進路指導を行
う。また学校推薦
型選抜や総合型選
抜を活用する生徒
保護者共に適切に
情報提供をする。 

2.最新の大学入試情
報や新たに大学入
試研究会で得た情
報を進路通信や進
路集会に反映す
る。 

1.生徒の進路希望や実力テ
ストの結果を反映した資
料を作成し、担任が面談
や進路指導を円滑に実施
できるよう支援する。 

・本校の推薦制度について
保護者対象の説明会を実
施する。 

・「第一志望を貫く」指導
を組織的に行い、学年会
でも複数回説明し周知を
徹底する。 

2.研究会の案内の職員全体
への周知、進路集会や進
路通信を通した生徒への
情報提供を行う。実力テ
ストを実施し学力を把握
する。 

1.進路指導資料を作成
し、全職員に提示でき
たか。 

・新着任者に対して校内
の進路支援制度を周知
し、職員全体で進路支
援体制に基づいて支援
できたか。推薦説明会
を生徒保護者に複数回
実施できたか。 

・第一志望校の受験が８
割を超えたか。 

2.多様な情報を指導に生
かすことで、スーパー
グローバル大学（トッ
プ型）への現役進学率
が前年を超えたか。 



 

 
  

４ 地域等との協働 

・コミュニティ・
スクールを軸と
して、地域、同
窓会、保護者、
大学、分教室等
と連携・協働を
深化させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

１.ＨＰ等を通し 
て、適宜、地域等
に情報を発信す
る。 

2.藤沢支援学校分教
室と連携して、相
互の教育活動に資
する取組を行う。
また、ＰＴＡと連
携して教育活動の
推進を図る。 

1.ＨＰ等の広報活動を充実
させる。 

2.ＰＴＡや分教室と日頃か
ら情報交換を行い、本校
生徒との交流・理解が深
まり、互いに良い相互作
用ができるよう機会を作
る。 

・学校行事および生徒会執
行部を中心としたボラン
ティア活動においてＰＴ
Ａと連携し、生徒の活動
支援を行う。 

 

1.ＨＰの更新等で情報を
適宜発信することがで
きたか。 

2.学校行事やボランティ
ア活動に際して、分教
室やＰＴＡと協働して
取り組むことができた
か。 

・ＰＴＡや分教室の生徒
や職員と、日頃から情
報交換等の交流を行う
ことができたか。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・全校一丸となっ
て学校改革に臨
み、安全で信頼
される魅力ある
学校づくに組織
的に取り組む。 

・教員の働き方改
革を推進するた
めの意識改革を
図る。 

1.円滑で効率的な学
校運営を推進する
とともに、安全安
心な教育環境の整
備及び事故、不祥
事防止に取り組
む。 

2.生徒・職員が災害
に対する意識の高
い学校づくりを行
う。 

1.ＩＣＴの利活用を推進
し、情報の共有化及び校
務の効率化を図る。ま
た、報告・連絡・相談を
適切に行うとともに、職
員一丸となって前向きに
課題に取り組む雰囲気を
醸成する。 

2.実践的な避難訓練、防災
訓練、ＤＩＧ訓練等を実
施し全職員・生徒の防災
意識を高める指導に取り
組む。 

 

1.会議の運営等でＩＣＴ
を利用した校務の効率
化を行うことができた
か。職員がチームとし
て学校目標の達成に取
り組むことができた
か。 

2.生徒・職員が具体的な
災害等に対する意識を
高める訓練等を実施で
きたか。 


